
令和５年上半期（１月～６月)における救急概況 
※ 本統計中の全ての表・図における合計値は、端数処理の関係で 100％とならない場合があります。 

１ 救急出場状況 

   令和５年上半期の救急出場件数は８,７２５件で、前年同期と比べて５０件減少してい

る。これは、１日平均４８件（３０分に１件）の割合で救急車が出場していることにな

る。 

搬送人員は７,８８８人で、前年同期と比べて１９９人増加している。（第１図）  

 

 

２ 月別出場件数 

救急出場件数を月別で見ると、１月が１,７２４件で最も多く、次いで３月が１,４３７

件、５月が１,４３３件の順となっている。（第２図） 
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第１図 救急出場状況

出場件数 搬送人員

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

令和4年 1,575 1,468 1,440 1,391 1,429 1,472

令和5年 1,724 1,365 1,437 1,365 1,433 1,401
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第２図 月別出場件数（件）

（件・人） 



３ 事故別出場状況 

救急出場件数を事故種別ごとにみると、急病が５,８５６件、一般負傷が１,４９４件、

交通事故が５７５件の順となり、これら３種別で全体の９１％を占めている。（第３図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年齢区分別搬送状況 

搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者が４,９１５人で全体の６２％を占めており、

成人が２,１４７人、乳幼児が５１１人、少年が３１０人、新生児が５人の順となってい

る。（第４図）（注１） 
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第３図 事故別出場状況

※ その他の件数は、転院搬送、労働災害、

自損行為、加害等の合計である。 
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第４図 年齢区分別搬送状況

搬送人員

７,８８８人

（注１）

新生児：生後28日以下

乳幼児：生後29日以上6歳以下

少 年：7歳以上17歳以下

成 人：18歳以上64歳以下

高齢者：65歳以上



５ 診療科目及び管内外別搬送状況 

   搬送人員を診療科目別にみると、内科が２,１９７人、脳神経外科が１,２８８人、整形

外科が１,１８９人、の順となっている。 

搬送先医療機関については、全体の７０％を市内へ、３０％を市外へ搬送している。

（第１表） 

 

第１表 診療科目及び管内外別搬送人員 

 八尾市内 八尾市外 合計（人） 

内 科 １,６８２ ５１５ ２,１９７ 

循 環 器 科 ４４９ １８８ ６３７ 

呼 吸 器 科 ５４９ ２３６ ７８５ 

小 児 科 １９１ ３２６ ５１７ 

外 科 １４３ １０１ ２４４ 

整 形 外 科 ９２６ ２６３ １,１８９ 

脳神経外科 ８６６ ４２２ １,２８８ 

産 婦 人 科 １７ ３６ ５３ 

泌 尿 器 科 ８２ ３８ １２０ 

神 経 内 科 ５２８ １５１ ６７９ 

そ の 他 ９８ ８１ １７９ 

合 計 ５,５３１ ２,３５７ ７,８８８ 

  ※上記表中の「その他」とは、上記診療科目以外の全てのものをいう。 

 

６ 傷病程度別搬送人員状況 

搬送人員の内訳を傷病程度別にみると、軽症が５,４０９人、中等症が２,２７０人、

重症が６３人などとなっている。（第５図）（注２） 
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第５図 傷病程度別搬送人員状況
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（注２）

死 亡：初診時に死亡が確認されたもの

重 症：傷病の程度が３週間以上の入院

加療を必要とするもの

中等症：傷病の程度が重症または軽症以

外のもの

軽 症：傷病の程度が入院加療を要しな

いもの



７ 応急手当の普及啓発活動 

救急車の要請から現場に到着するまでの時間は、上半期で約８.８分である。 

救急車が現場に到着するまでの間、救急現場近くの住民等による応急手当が適切に実

施されれば、大きな救命効果が得られる。 

消防本部では心肺蘇生法の普及啓発活動を積極的に推進している。（第２表） 

 

第２表 令和５年上半期普及啓発活動状況 

区分 

講習会名 

開催回数 

（回） 

受講人数 

（人） 
講習内容 

普通救命講習Ⅰ １２ ２０１ 心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の３時間講習 

普通救命講習Ⅱ ０ ０ 
普通救命講習Ⅰの内容に実技試験及び筆記試験を加えた４

時間講習 

普通救命講習Ⅲ ３ ６３ 
心肺蘇生法（主に小児・乳児・新生児）・ＡＥＤ・止血法の

３時間講習 

上級救命講習 １ １３ 

普通救命講習の内容に加え小児・乳児の心肺蘇生法、外傷の

手当法の訓練を実施した後、実技試験及び筆記試験を行う

８時間講習 

応急手当訓練 ４５ １,８７０ ３時間に満たない心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法の講習 

計 ６１ ２,１４７  

 

<参考> 

 消防本部では、ご自宅や仕事場でも応急手当を学んでいただけるよう、動画「ＷＥＢ自主防災（心肺

蘇生法とＡＥＤの使用法）」を作成し、YouTube 八尾市公式チャンネルで公開しています。 

 

 

【動画イメージ】              【動画ＱＲコード】 


